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要旨

2011年 5月、鹿児島県三島村硫黄島東方約 3kmに位置する昭和硫黄島周辺海域の火山性噴気付近で
イワガニ科カニ類が発見された。本種は台湾亀山島を基産地とする Xenograpsus testudinatusと同定され
た（NG et al. 2014）。本種を含むXenograpsus属は世界で 3種しか報告されておらず、その生物学的知見
は非常に乏しい。筆者らは 2014年 5月より随時本種の生態学的研究を進め、その生息量が 3,100～3,800
個体であること、本種の分布が昭和硫黄島南側海面に限られ、かつ、岸寄りの一部の地域にしか生息し

ていない事を明らかにした。本種の個体群生態学的研究は現在も継続中である。

はじめに

ホウキガニ属（仮称）Genus Xenograpsus Takeda & Kurata, 1977は、現在 3種のみが報告
されており、その全てが海底火山もしくは火山性噴気が噴出している海域にのみ生息して

いる。それらは 1977年に東京都小笠原の西之島新島から新属新種として記載されたニシノ
シマホウキガニ X. novaeinsularis Takeda & Kurata, 1977、台湾北方の亀山島から報告された
X. testudinatus N. K. Ng, Huang & Ho, 2000、及びニュージーランド北方海域にあるケルマデ
ィック海底火山から報告された X. ngatama McLay, 2007である。
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1993年、鹿児島県十島村悪石島の海底温泉、及び、東京都小笠原諸島北硫黄島でニシノ
シマホウキガニの生息が報告され（武田ら 1993）、2014 年には鹿児島県三島村昭和硫黄
島周辺海域から X. testudinatus が報告されるなど（NG et al. 2014：図 1&2）、本属の日本
周辺海域における新たな生息地が明らかになりつつある。しかしながら、本属のカニ類に

関する研究は、そのほとんどが分類学的研究で、生物学的、生態学的研究は JENG et al.（2004b）
による X. testudinatus の摂餌生態に関する研究と同時に行った同種幼生の形態を記載した
もの（JENG et al. 2004a）だけである。そこで、本研究では、海底火山や火山性噴気の噴出
する特異な環境に生息する本属の生態を研究する上で不可欠な生物学的基礎知見を得る

ことを目的とした。

本研究を実施するに当たり、調査採集にご協力いただいた本学水産学部練習船南星丸の

幅野明正船長はじめ乗組員皆様に深く感謝します。また、現地での SCUBA による標本
採集に多大な尽力をいただいた本学技術部職員松岡翠女史、三島村硫黄島在住の梶原氏に

深謝いたします。なお、本研究費の一部は学長裁量経費｢コア研究｣による。

材料および方法

調査は、2014年 5月、8月、10月に昭和硫黄島南側海面の海岸線に沿って 10点、8月
及び 10月にはこの 10点に加え海岸から沖に向かって 50mのラインを 2本並行して設置し
て行った。海岸線に沿った 10点では、それぞれ 2個を 1組としたトラップ（市販の魚キラ
ー：サイズは 26.5×26.5×39cm、目合い約 2mm）を 1昼夜設置した。50mのライントランセ
クト法では、5m間隔に 2個 1組のトラップを 1昼夜設置した。採集個体は精度 0.05㎜の
ノギスで甲長、甲幅を計測し、雌雄、抱卵の有無を記録し、一部の個体を除き放流した。

また、5月と 10月の調査ではマーキング法を用いて生息量を推定した。実験室に持ち帰っ
た抱卵個体は双眼実体顕微鏡下で卵数を計数すると同時に、そのうち 50卵を選び出し卵径
を測定した。同時に、調査海域の水質（pH）および気泡中の全硫化物量も測定した。

図 1 昭和硫黄島海域で採集されたXenograpsus 
testudineatus Ng, Huang & Ho, 2000

図 2 生息海域海底の様子
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結果および考察

調査海域の pH値は平均 6.1±0.03（データ数 11）と通常の海水の値（約 8.3）より低い
値を示した。気泡に含まれる全硫化物は 0.3ppmであった。これら硫化物量と pHとの間に
は何らかの関係が予想されるが、今回は調査できなかったので今後調査する必要があろう。

5月の調査ではオス 365個体、メス 93個体が採集され、マーキング法による総生息数は
3,717個体並びに 3,258個体と推定された。10月の調査ではオス 351個体、メス 52個体が
採集され、総生息数は 3,147 個体と推定された。従って、本種は昭和硫黄島南側海面の   

約 100m×50m の限られた範囲に 3,100～3,700 個体が生息していると考えられる。また、
抱卵個体が 5月に確認され 8月には確認されなかったことから本種の産卵時期は他のイワ
ガニ科同様、春～初夏ではないかと考えられる。甲長組成の季節変化をみると、10 月に
小型個体の加入が認められ、その後、雄では翌々年の 10 月まで、雌では翌年の 5 月まで
明瞭なサイズ群が見えることから、雄は約 2年、雌は約 1年半の寿命であると考えられた。
本種の分布が水質、特に低い pH 値と関連するのではないかと考え、火山由来の気泡が
噴出する箇所の数と個体数の関係を検討したが、明瞭な正の相関は認められなかった。

しかしながら本種の分布様式は明らかに一様分布ではなく、沿岸部に集中していることが

分かった。さらに、沿岸から 20ｍ離れた沖合でも 4個体以上出現する点があり、かつ沿岸
部の個体の甲長が、沖合の地点の個体に比べて大きい傾向を示した。その地点の pH 値は
7.58、並びに 7.94 と近傍の地点のそれより低かった。今回の調査ではまだ不十分である
ので、今後グリッド調査など詳細な調査が必要である。
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